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今回のご報告では、JAEA「除染モデル実証事業」 
成果報告会（2012.3.26）の資料を引用しています。 



空間線量率 

 目に見えないセシウムをいかに取り除くか 



放射能濃度は１／４に低下 

荒掻き２回後、5,000Bq/kg以下 

 耕起（15cm） 

代掻き（15cm） 

原子力学会クリーンアップ部会の活動 
             (水田の代掻き試験) 



モデル実証事業の概要 



除染モデル実証事業（JAEA):背景、目的 

・実データに基づいた定量的な
情報（低減効果、コスト、除去
物発生量）が整理されていない。 

・除染の進め方や、外部に発注
するための手引き等が整備さ
れていない。 

・新たな技術の開発や改良の 

適用性が不明。 

・従来技術、新規技術の適用性、
コストデータの収集、最適な技
術の選定。 

・除染の進め方，安全管理のノ
ウハウ蓄積 



南相馬市:14ha 

（日本国土） 

浪江町 権現堂
矢沢地区:13ha 

（ハザマ） 

飯舘村:17ha 

（大成） 

川俣町:11ha 

（大成） 

浪江町 松木山 

:5ha （ハザマ） 

JV統括事務所 

対象となる１２市町村とAグループ(大成JV)の分担 

計画的避難区域 

浪江町 

19,336人  

223.10km2 

警戒区域 



・平地に位置する都市部の居住地域。 

・大型建物、宅地、農地が隣接。 

・約13ha 

・西側は中汚染区域（3.8～19.0μSv/h） 
・東側は3.8μSv/h 以下の低汚染区域多。 

浪江町２地区の特徴 

・谷合に位置する山間部の居住地域。  

・約5ha 

・空間線量が比較的高い。 

 （3.8～19.0μSv/h） 

権現堂矢沢地区 松木山地区 



①調査（事前モニタリング、家屋、測量等） 
②施工計画 

③住民への説明 

④除染の実施 

⑤事後モニタリング 

実証事業の手順 



除染の実際 



除染方法（１）森林・農地 

バックホウによる 

表土剥ぎ取り 

固化材の散布 

ハンマーナイフによる 

表土剥ぎ取り 

重機・人力による 

表土剥ぎ取り 

高所作業車による 

枝葉等の除去 

人力による 

下草刈り・落葉等除去 



除染方法（２）大型建物・住宅 

人力による拭き取り 高圧水洗浄による壁洗浄 

高圧水洗浄による屋根清掃 高圧水洗浄による壁洗浄 



除染方法（３）グラウンド・駐車場（砕石） 

 グレーダーによる表土剥ぎ取り 

（グラウンド） 

 人力及びバックホウよる 

表土剥ぎ取り 

バックホウによる 

表土剥ぎ取り 

バックホウによる表土剥ぎ取り後 

（砕石駐車場） 



除染方法（４）道路・駐車場（アスファルト舗装） 
スチールブラストによる 

舗装表面切削 

高圧水洗浄による 

舗装面清掃 

スイーパーによる清掃 

スチールブラストによる 

舗装表面切削 



除染方法（５）駐車場（ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ） 

スチールブラストによる 

インターロッキング表面切削 
コンクリートカンナによる 

インターロッキング表面切削 

金属ブラシスイーパーよる 

インターロッキング表面切削 

スチールブラストによる 

インターロッキング表面切削 







モニタリング方法と評価 



放射線測定の目的 

• 除染 

–汚染（原因）を
取り除く等して、
空間線量率（結
果）を下げること。 

• モデル事業におけるモニタリングの目的 

–汚染がどれくらい減ったかを測定する（原因側） 

–空間線量率がどれだけ下がったかを測定する（結
果側） 

空間線量率 



測定するもの 

• 表面汚染密度 （原因側） 
– 測定対象：β線（γ線） 

– 単位：cpm 

– 測定装置：GMサーベイメータ 

 

• 空間線量率 （結果側） 
– 測定対象：γ線 

– 単位：μSv/h 

– 測定装置： 

NaIシンチレーションサーベイメータ 

CsIシンチレーションサーベイメータ 

半導体式サーベイメータ、電離箱 







屋外モニタリング 



屋内モニタリング 



高所モニタリング 



面的除染の効果 



面的除染の効果 





空間線量率 

 目に見えないセシウムをいかに取り除くか 

・探し出す 

・被ばくしない 

・飛散させない 
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